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1．は じめ に

　大型溶接鋼構造物 に大 地窪 な ど に よ り過大 な荷重が作用す る と， 局部構造部材が 座屈崩壊

する場 合が ある 。 引 き続 き当該部材 に
， 引張あ る い は繰 り返 し引張荷 重が付加 され る と，亀

裂が容易に発 生 ・進展 し，人破壊事故へ と発展 して しまう場合がある 。 こ の 原 因の ．
つ と し

て ，座屈部に 発生 す る大 きな圧 縮 の 塑性 変形 （圧縮歪 〉に よる
， 材 質の 劣化 ・脆化が考え ら

れる 、、本稿で は ，大型溶接構造物用鋼板 と して大量 に使用 され て い る
，
JIS溶接構造用圧 延鋼

材 を対象に
， 大 きな圧縮 の 塑性歪が 鋼材の 機械的性質に及ぼす 影響 に つ い て

， 定量 的 な評価

を試 み た結 果に つ い て 報告 する 。

2．供試鋼板お よび試験方法

　供試鋼板 とし て は ，降伏比 の 違 い を考慮 して
， 板厚

35mm の JIS　SM490C 　2 種類 （記 号MS お よび MK ）， 板厚

28mm の JIS　SM490A （記 号
．
　ML ），およ び比較の ため の

JIS　SS400 （記号 SS ）の 4 種類 を用 い た 。 ミ ル シ ー トに

よる機械的性 質を，Tab且e　l に示す c

　こ の 4種類の 供試鋼板か ら，円柱試験片をそ の 長さ方

向が圧延方向と．一一致 する よ うに削 り出 し，室温 ・人気中

に て 軸力圧縮予歪材 を製作 した （Fig．1参照）。圧縮予歪

材 中央部 か ら，Fig．1 （b） に示 した よ うに，直径 3，4，

12．5mm の 3 種 類の 引張試験片 を削 り出 し，室温 ・大気

中に て 引張試験 を行 な っ た 。 また ，付与 した r歪量 は，

対数歪 （ε preω ）で 整理 した 。

3．引張試験結果とその考察

　Fig．2お よび Fig．3に ，予歪材 の 降伏応 力 （σ y）を母 材

1予 歪量 0％ ）の 降伏応 力 （σ yo）で 除 して無次 元化 した

値 と圧縮 予歪量 と の 関係，な らび に予歪 材の 引張強 さ

（σ B ｝を母 材の 引張強 さ （σ B。）で 除 して 無次元化 した

値 と圧縮 予歪量 との 関係 を示す 。 圧 縮予歪 を付与 した試
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Fig．1　 Axial　 compresive 　 prestrain
　 　 speClmen

験片で は 明瞭 な降伏点が 現れ なか っ たため ，0．2％ 耐力を σ ｝ として表わ した 。
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　Fig．2 を見る と，4鋼種 とも圧縮予歪の 増 加 と と もに σ ） が上 昇 して い る 。　MS ・MK ・ML の

3 鋼種で は，ば らつ きはあ るもの の ， σ yO か ら の 増加の 割合が ほ ぼ 同程度である 。

一
方 ，

　 SS

で は ，MS ・MK ・ML の 3鋼種に 比べ て ， σ・yo か らの 増加の 割合が 非常 に 大 きくな っ て い る 、、

　次 1．こ，Fig．3 に示 した σ B の 結果 を 見る と
，
4鋼種 と も圧 縮予歪 量 が 増加する に つ れ て，ほ

ぼ 線形に増加 して い る 。 また，4鋼種 の σ BO か ら の 増加の 割合は ，ば らつ きは ある もの の ，ほ

ぼ 等 しくな っ て い る 。

　Fig．2 お よび Fig．3 中に は ，圧縮予歪材
’
の 降伏応力お よ び引張強 さ の 推定式お よび推定結果

も示 して ある 。 実験結果 と推定結果 とは よ く対応 してお り，本推定式を使用す れば，大 きな

圧縮 r・歪 を受 け た鋼材 の 降伏応 力お よび引張強さ を，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MS ・MK ・ML
概略樵定 画∫能で ある 。

　Fig．4 に
， 降伏比 と圧 縮 予歪 量 との 関係 を示す 。 4鋼

種 と も，圧 縮予歪量 一20％ 程度 まで に降伏比が急激 に

上 昇 して お り，そ の 後ほ ぼ
一tE 値 とな っ て い る 。

　MS
，

MK ，　ML の 3 鋼種 を比較す る と，母材の 降伏比が
一

番

小 さ い ML の 値が ， 他 の 2鋼種 に比 べ て 若干小 さ くな っ

て い る 。 また ， SS は
，
　 MS ・MK ・ML と比 べ る と母材

の 降 「犬比は 小 さい が ，圧 縮 予歪 量 が
一20％ 程度付与さ

れる と，その 降伏比は 9090以上 に急激に 大 きくな っ て

い る 1，

4．お わ り に

　大 きな圧縮予歪が溶接 構造用圧 延鋼材の 機械的性質

に 及 ぼ す 影響を把握 した 。 す なわち，圧縮予歪 の 影響

で
， 降伏 応力 ・引張強 さ ・降伏比 が上昇す る 。 さ ら に

，

大きな圧縮予歪 を受けた鋼材 の 降伏応力な らび に引張

強 さ准定式 を提案 した 。
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Fig．2　 RLation　between　yield　stress　and

　　 prestrain
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Fig．4　 Rlation　between　yield　ratio 　and

　　 prestrain
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